
10/28/091

第4回 10月28日の講義内容

ケース＆ディスカッション(1)
•第3回授業の「課題」

10/28/092

課題（第4回授業の題材の一つ）

次の現象を説明するモデルを２つ考えなさい。

また、そのモデルの正当性を説得するにはど
のようなデータが必要であるか。

小中学校の給食費を支払わない世帯の割合が
増加した。

専門的職業人による不祥事が増加している。

第3回授業スライド再掲

10/28/093

小中学校の給食費を支払わない
世帯の割合が増加した

まず現象を再確認

文部科学省
「学校給食費の徴収状況に関する調査」
（平成18年11月～12月実施）
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/01/07012514.htm

板書整理

10/28/094

文科省調査の結果概要

未納者が「多い」 ･･･ 絶対的「多さ」 or 相対的「多さ」
未納者10万人 ･･･ 相対的には1%
総額20億円 ･･･ 相対的には0.5%

出典：文部科学省 「学校給食費の徴収状況に関する調査の結果について」

板書整理

10/28/095

都道府県別に見てみると･･･

未納児童生徒数の割合が全国平均
（1.0%）を超える都道府県

2%以上 沖縄（6.4%）、北海道（2.4%）
1.5%以上 宮城（1.9%）、福岡、大分（1.6%）、
2%未満 岩手、群馬、長崎（1.5%）
1.5%未満 千葉、佐賀、鹿児島（1.4%）･･･
と続くが、3大都市（東京、愛知、大阪）は軒
並み1.0%未満。

未納←全国一律 という考えは先入観では?
地方の未納率が高い

板書整理

10/28/096

説明モデル①（ディスカッション）

1. かわいい弁当ブーム 給食に代わって弁当を持参
食べていないから未払いは当然

2. 失業者増加 所得低下 支払余力なし

3. 離婚率上昇 片親世帯の増加
子供への注意余裕なし

4. 〃 所得低下 支払余力なし

5. 共働き世帯の増加 子供への注意余裕なし

6. 政府への不安 支払えない―生活保護
モラルの低下 支払わない―未納世帯

板書整理
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10/28/097

説明モデル②（ディスカッション）

7. 親の教育歴 給食に対する意識差

8. 親の学校教育への協力姿勢 支払わない

支払率をＰＴＡ活動などのアクティビティに回帰

9. 給食未食 支払わず

アンケートをとる

10. 所得格差が起因

板書整理

公共心、サービス、社会貢献、共同体意識

10/28/098

説明モデルの分類

ミクロ的要因

1, 6, 7, 8, 9 のモデル

マクロ的要因

2, 3, 4, 5, 6, 8, 10 のモデル

板書整理

10/28/099

注意すべき点

給食費の徴収

約70%の学校が口座引き落とし
• よって、未払い＝残高不足。この場合、支払の優先順位の問題。
手渡し徴収では、モラルの問題が生じる可能性あり。

板書整理

出典：文部科学省 「学校給食費の徴収状況に関する調査の結果について」
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